
３ ムダを徹底的に排除し、成果を意識した行財政運営 

※「実績」欄の平成 26年度決算額は見込額。 
 
【評価区分の凡例】 

〔取組の実施状況〕   Ａ：実施できた  Ｂ：一部に実施できない取組があった  Ｃ：実施できなかった 

〔成果目標の達成状況〕 ①：成果目標を概ね達成できた  ②：成果目標を達成できなかった 

(9) 
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職員づくり、人材マネジメント 

改革を支える人材マネジメントの推進 

＜取組所管＞ 

・取組①②：区 

・取組③～⑥：局・室 

 

□ ３年間の取組と成果の総括 

・「人材マネジメント」に関する基本方針を策定し、職員の士気や組織パフォーマンスの向上に向け、

各種研修の実施や適切に人事評価制度を運用すること等により、組織風土の改善につなげ、成果目

標を概ね達成することができた。 

・職員間での仕事のめざすべき方向性や目標の明確化・共有化を通じて、実効性のある「人材育成行

動計画」を策定できるように人材育成担当者研修を実施するなど、職員の士気や組織パフォーマン

スの向上に向けた人材マネジメントを推進した。また「元気アップ運動」や「はなまる活動表彰制

度」により、改善の取組や職場活性化に関する自主的・自発的な取組を支援してきたことで、職員

どうしの協力・連携が図られたと考えられる。 

 
□ ３年間の取組状況 

・各所属の人材育成担当者が自所属（職場）の現状を把握し、今後の人材育成に関する課題を反映し

た「人材育成行動計画」を策定することができるよう、人材育成担当者研修を実施し、フォロー研

修も実施した。（取組③） 

・職員の自主的・自発的な取組及び地域におけるボランティア活動等を奨励する「はなまる活動表彰

制度」において、所属から推薦のあった事例を市長表彰した。【平成 26 年度 21件、平成 25年度 22

件、平成 24 年度 19件】（取組④） 

・職員の自主的・自発的な創意工夫を促す職場改善運動を通じて、職場の風土改革を進める「元気ア

ップ運動」において、各年、職員の代表による投票の上位５件を市長表彰した。（取組④） 

・相対評価による新たな人事考課制度について、平成 24 年度に試行実施し、平成 25 年度から本格実

施した。（取組⑤） 

・平成 24年度から平成 26年度にかけて、ポジティブ・アプローチ手法の研修をはじめ、ポジティブ・

アプローチ手法を活用したダイアログの実践モデルの提示やダイアログ研修を実施した。（取組⑥） 

※取組①②については、次ページ（各区の状況）を参照。 

【取組の実施状況】取組①：Ａ24区、取組②：Ａ24区、 

取組③：Ａ、取組④：Ａ、取組⑤：Ａ、取組⑥：Ａ 

 
□ 成果目標の達成状況 

目 標 実 績 評価区分 

効果・効率的に業務を進めるため職員どうし

の協力・連携がとれている職場である・どち

らかといえばそうであると感じている職員

の割合 

 

平成 26年度までに 80％以上 

平成 26年度 区職員平均  77.3％ 

（各区内訳） 

60％台   3区 

70％台 12区 

80％台  9区 

 

平成 26年度 市職員平均  78.6％ 

① 

 
□ 課題と今後の方向性 

・成果目標は概ね達成できたが、市民から信頼される自律的な職員と組織風土を定着させるために、

職員の士気や組織パフォーマンスの向上に向けた人材育成の取組を引き続き推進する必要がある。

（取組③④） 

職員間の対話を促進するため、引き続き、ダイアログ研修等のサポートを実施する。（取組⑥） 

※取組①②については、次ページ（各区の状況）を参照。 
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